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　９月１０日、六人部地域公民館でおひさまひろば
「消防・救急学習会」を開催。乳幼児とその親約
１２０人が消防署職員の指導により、救急救命や消
火器訓練などを体験しました。
　 成  澤  明  美 さん（写真）は「救急救命も消火器で

なる さわ あけ み

の消火も実際にやるのは初めてです。覚えておく
といざというときに役に立ちますね」と真剣に取
り組んでいました。
　最後に、ポンプ車の放水や、はしご車の 伸  梯 が

しん てい

披露され、子どもたちは、ポンプ車の放水や空に
向かって伸びるはしご車に大はしゃぎでした。

おひさまひろば
消防・救急学習会
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いざというときのために
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Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
と
は
、
夫
婦
や
恋
人
な
ど
親
密
な

関
係
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
間
で
行
わ
れ

る
暴
力
や
高
圧
的
な
態
度
の
こ
と
で
す
。

　

平
成　

年
１
月　

日
に
、
配
偶
者
暴
力

２０

１１

防
止
法
（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）
が
一
部
改
正
さ

れ
、「
身
体
に
対
す
る
暴
力
」
に
加
え
、

「
生
命
等
に
対
す
る
脅
迫
」
を
受
け
た
場

合
も
、
裁
判
所
に
よ
り
保
護
命
令
（
被
害

者
や
被
害
者
の
子
ど
も
へ
の
接
近
禁
止
な

ど
）
が
発
令
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
は
大
人
だ
け
で
な
く
高
校

生
や
大
学
生
な
ど
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
間
で

も
お
こ
っ
て
お
り
、「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
を
感
じ
た
場
合
や
身
近
で
Ｄ
Ｖ
を

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
場
合
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
人
権
推
進
室
（
℡　

‐
７
０
２
２
） 

２４

Ｄ
Ｖ
は
、
社
会
問
題
で
あ
り
、
人
権
問
題

で
す
。
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
ひ
と
り
の

人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）
は
、
こ
の
基
本
的
な
人
権
を
侵

害
す
る
行
為
で
す
。
人
は
だ
れ
で
も
暴
力

的
な
環
境
の
中
で
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

他
人
同
士
の
間
で
起
こ
っ
た
暴
力
は
、

警
察
に
通
報
さ
れ
、
犯
罪
と
し
て
処
理
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
本
来
自
分
が
一
番
安

心
で
き
る
家
庭
と
い
う
中
で
起
こ
る
Ｄ
Ｖ

は
、
周
囲
か
ら
も
夫
婦
げ
ん
か
の
延
長
と

し
て
軽
視
さ
れ
る
な
ど
潜
在
化
し
や
す
く
、

加
害
者
は
罪
の
意
識
が
薄
い
と
い
う
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
周
囲
も
気
づ
か
な
い
う
ち

に
暴
力
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
被
害
が
深

刻
化
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
被
害
者
だ
け

で
な
く
、
家
族
、
特
に
子
ど
も
の
心
身
の

発
達
に
と
っ
て
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
が
起
こ
る
背
景
に
は
、
社

会
の
構
造
的
な
問
題
が
存
在
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、パ
ー
ト
ナ
ー
の
間
で
身
体
的
・

経
済
的
・
社
会
的
に
優
位
な
立
場
に
あ
る

人
が
、
そ
の
権
力
を
ふ
り
か
ざ
し
、
暴
力

を
ふ
る
う
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
優
位

に
立
つ
人
は
、
体
力
・
経
済
力
・
社
会
的

影
響
力
の
強
さ
な
ど
の「
力（
パ
ワ
ー
）」を

用
い
て
、
弱
い
立
場
の
人
を
「
支
配
」
し

よ
う
と
す
る
の
で
す
。
こ
の
社
会
的
・
経

済
的
な
力
の
差
は
、
長
く
続
い
た
男
性
優

位
の
社
会
構
造
に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
Ｄ
Ｖ
は
個
人
の
問
題
で
は
な

く
、
人
権
問
題
そ
し
て
社
会
問
題
な
の
で

す
。

Ｄ
Ｖ
は
身
近
に
起
き
て
い
ま
す
。

　
「
力
（
パ
ワ
ー
）」
で
支
配
す
る
具
体
的

な
手
段
と
し
て
「
暴
力
」
が
あ
り
ま
す
。

「
暴
力
」
と
い
う
と
、
殴
る
・
け
る
な
ど

の
身
体
的
暴
力
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
暴
力
、
性
的

暴
力
、
社
会
的
暴
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
か

た
ち
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が
同

時
に
用
い
ら
れ
る
場
合
も
多
く
、
被
害
者

に
と
っ
て
は
さ
ら
に
耐
え
が
た
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

身
体
的
暴
力
（
身
体
を
傷
つ
け
る
暴
力
）

　

殴
る
。
け
る
。
首
を
絞
め
る
。
髪
を
ひ
っ

ぱ
る
。
腕
を
ね
じ
る
。
な
ど

精
神
的
暴
力
（
心
を
傷
つ
け
る
暴
力
）

　

暴
言
を
吐
く
。
脅
か
す
。
無
視
す
る
。

人
間
性
を
否
定
す
る
。
な
ど

性
的
暴
力
（
性
を
強
要
す
る
暴
力
）

　

性
行
為
を
強
要
す
る
。
避
妊
に
協
力
し

な
い
。
見
た
く
な
い
の
に
ポ
ル
ノ
雑
誌
を

見
せ
る
。
な
ど

経
済
的
暴
力
（
経
済
的
困
窮
を
強
い
る
暴

力
）

　

生
活
費
を
渡
さ
な
い
。
仕
事
に
つ
か
せ

な
い
。
健
康
保
険
証
を
渡
さ
な
い
。
な
ど

社
会
的
暴
力
（
監
視
下
に
お
い
て
社
会
か

ら
孤
立
さ
せ
る
よ
う
な
暴
力
）

　

外
出
や
、
親
族
・
友
人
と
の
つ
き
あ
い

を
制
限
す
る
。
手
紙
や
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。
な
ど

D
V
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で

あ
き
ら
め
ず
に
ま
ず
相
談
を

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
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子
ど
も
を
巻
き
添
え
に
し
た
暴
力

　

子
ど
も
の
前
で
暴
力
を
ふ
る
う
、非
難
・

中
傷
す
る
。
子
ど
も
に
暴
力
を
ふ
る
う
。

な
ど

　

平
成　

年
に
実
施
し
た
福
知
山
市
男
女

１６

共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

で
は
、
女
性
の
６
人
に
１
人
が
過
去
３
年

の
間
に
一
度
で
も
「
身
体
的
な
暴
力
」
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
お
り
、
Ｄ

Ｖ
は
ど
こ
で
で
も
起
こ
り
、
Ｄ
Ｖ
に
苦
し

む
女
性
た
ち
が
身
近
に
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
暴
力
を
受
け
て
い
る
あ

な
た
へ

―
自
分
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
！
―

　

Ｄ
Ｖ
は
、
本
来
自
分
が
一
番
安
心
で
き 

る
は
ず
の
家
庭
で
、
一
番
信
頼
し
て
い
る

相
手
か
ら
、
予
想
の
つ
か
な
い
理
由
で
、

ま
っ
た
く
無
防
備
な
状
態
の
と
き
に
受
け

る
暴
力
で
す
。
そ
の
よ
う
な
暴
力
が
何
度

も
起
き
る
と
無
気
力
に
な
り
、
自
分
を
大

切
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
も
な
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。「
自
分
さ
え
が
ま
ん
す
れ
ば

…
」「
自
分
の
接
し
方
が
悪
い
の
で
は
…
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
さ
ら
に
、「
自
分
ひ

と
り
で
は
何
も
で
き
な
い
」
と
い
う
無
力

感
に
支
配
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
Ｄ
Ｖ
は
、

犯
罪
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
は
、

決
し
て
あ
な
た
が
悪
い
か
ら
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
あ
な
た
だ
け
の
努
力
で
改

ま
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で

苦
し
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
、
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。 

あ
な
た
の
大
切
な
人
を
束
縛
し
て
い
ま
せ

ん
か
？

「
暴
力
に
よ
っ
て
相
手
を
自
分
の
思
い
の

ま
ま
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
思
っ
た

こ
と
か
ら
Ｄ
Ｖ
は
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
怒
り
の
感
情
を
自
分
よ
り
弱
い
人
に

向
け
て
爆
発
さ
せ
「
怒
ら
せ
た
お
前
が
悪

い
」
と
暴
力
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
ま
す
。

「
養
っ
て
い
る
。
食
べ
さ
せ
て
や
っ
て
い

る
」
な
ど
の
思
い
か
ら
配
偶
者
や
子
ど
も

な
ど
家
族
を
自
分
の
支
配
下
に
置
き
、
思

い
通
り
に
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
行
為
は
人
権
侵
害
以
外
の
な
に
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
と
き
に
も

暴
力
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
人
権
を
侵
害
さ

れ
て
も
い
い
人
は
ひ
と
り
も
い
な
い
の
で

す
。

切り取ってご利用ください

毎日　午前９時～午後８時
※必要に応じて一時保護を行っています。075‐441‐7590京 都 府 婦 人 相 談 所

月～土（水曜日除く）　午前１０時～午後６時
日・祝日　午前１０時３０分～午後４時３０分075‐692‐3437京都府女性総合センター

月～土（水曜日除く）　午前１０時～午後５時
祝日　午前１０時３０分～午後４時３０分（正午～午後１時を除く）075‐692‐3228Ｄ Ｖ サ ポ ー ト ラ イ ン

月～金（祝日除く）　午前９時～午後５時４５分075‐414‐0110
＃９１１０（携帯電話・プッシュ回線のみ）

京都府警察総合相談室
（ 京 都 府 警 察 本 部 ）

月～金（祝日除く）　午前８時３０分～午後５時１５分0570‐070‐810女性の人権ホットライン
毎日0773‐22‐0110福知山警察署生活安全課
月～金（祝日除く）　午前８時３０分～午後５時１５分0773‐22‐5766中 丹 西 保 健 所 福 祉 室
月～金（祝日除く）　午前８時３０分～午後５時１５分0773‐24‐7022福 知 山 市 人 権 推 進 室

あなたをサポートします　緊急の場合は迷わず１１０番へ　（相談内容やプライバシーは固く守ります。安心してご相談ください。）

加害者（被害者）に
ならないために

　怒ってもいい。
　だいじなのは、怒らないことじゃな
くて、　怒りに支配されないこと。
　あなたが怒りに支配されると、怒り
はすぐに暴走を開始する。
　そして、必要以上に相手を攻撃した
り、非難したり、傷つけたりする。
　そんな時、あなたの怒りは、自分を
守るためでなく、自分を正当化するた
めに使われている。
　怒りを爆発させると、あなたはいろ
いろなものを失ってしまう。
　かけがえのない人や物。友情や愛。
尊敬や信頼。

１１月１２日～２５日は「女性
に対する暴力をなくす
運動」期間です。

とき／１１月１８日（火）
　　　午後７時～８時３０分
ところ／市民会館３１号室
　　　　　　　　（内記三丁目）　
テーマ／ドメスティック・バイオレン
ス～その現状と子どもへの影響～
講師／ 周  藤  由  美  子 さん

す とう ゆ み こ

　　（ウィメンズカウンセリング京都
　　 フェミニストカウンセラー）
※保育ルームあり。申込不要。

怒りに支配され爆発しそうに
なったときは

～パット･パルマーのメッセージ～

【講演会】
男女がともに考える「はばたきセミ
ナー」第４講座
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◆
自
立
支
援
協
議
会
と
は
◆
◆

　

平
成　

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
障

１８

害
者
自
立
支
援
法
は
、
障
害
の
あ
る
人
が

地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
自
立
と
共
生
の

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
同
法
に
基
づ
き
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
相
談
支
援
、
地
域
生
活
支
援
事
業

の
提
供
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、「
福
知
山
市

障
害
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
を
充

実
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現
行
の
サ
ー
ビ

ス
で
は「
利
用
で
き
な
い
」「
使
い
づ
ら
い
」

「
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
」
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
こ
の
課
題
の
解
決
が
必
要
で
す
。

　

自
立
支
援
協
議
会
は
、
障
害
の
あ
る
人

か
ら
の
相
談
支
援
事
業
充
実
の
中
核
を
担

う
機
関
と
し
て
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
や
支
援
事
業
を
通

じ
て
、
こ
れ
ま
で
隠
れ
て
見
え
な
か
っ
た

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
の
ニ
ー

ズ
を
明
ら
か
に
し
地
域
全
体
の
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

構
成
員
／
学
識
経
験
者
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
、
保
健
・
医
療
・
教
育
・
労

働
関
係
団
体
、
障
害
当
事
者
団
体
、
民
生

児
童
委
員
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・
関
係

行
政
機
関
の
代
表
者

協
議
内
容

▼
困
難
事
例
の
対
応
方
法
の
検
討
や
相
談

支
援
事
業
の
運
営
評
価

▼
虐
待
が
発
生
し
た
場
合
に
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
し
て
、
再
発
防
止
に
努
め
る
シ

ス
テ
ム
づ
く
り

▼
障
害
福
祉
計
画
な
ど
の
進
捗
状
況
を
把

握
し
、
施
策
の
見
直
し
や
方
向
修
正

◆
相
談
支
援
窓
口
◆
◆

　

社
会
福
祉
課
窓
口
や
、
市
が
委
託
す
る

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
と
も
」（
猪

崎
）（
℡　

‐
０
８
１
２
・　
　

‐
０
６
６

２３

２５

６
）

▼
福
知
山
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
青
空
」（
総
合
福
祉
会
館
内
）（
℡　

‐
２４

４
４
３
９
・　
　

‐
４
４
５
９
）

２４

▼
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
き
の
と

う
」（
奥
野
部
）（
℡　

‐
１
４
１
７
・　

２４

　

‐
０
７
５
２
）

２４◆
自
立
支
援
協
議
会
へ
の
ご
意
見
や
ご
要

望
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
◆
◆

　

福
知
山
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
事
務

局
（
社
会
福
祉
課
内
）

〒
６
２
０
‐
８
５
０
１　

字
内
記　

番
地

１３

の
１

℡　

‐
７
０
１
７　
　
　

‐
９
０
７
３

２４

２２

電
子
メ
ー
ル

shafuku@
city.fukuchiyam

a.kyoto.jp

　市では、平成１８年６月２０日に福知山市自立支援協議会を設置し、障害のある人とない
人が共に暮らすことのできる地域づくりを進めるため協議してきました。協議会では、
障害のある人を取り巻くさまざまな課題を協議し、必要な支援を確保するなど解決に向
けた取り組みを進めていくことが大切であると考えています。
　障害のある人がかけがえのない市民として暮らしていくために、障害者福祉に対する
ご意見や要望、ご協力いただけることなどについて自立支援協議会にお寄せください。
■社会福祉課（℡２４（℡２４‐‐７０１７)

障害のある人が安心して

働き　暮らし　社会参加
できるまちづくり

福知山市地域自立支援協議会意 見
募 集
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特集②　障害のある人が安心して働き暮らし社会参加できるまちづくり

身近にこのようなことで困っている人はいませんか。 身近にこのようなことで困っている人はいませんか。 
協議会では３つの部会に分かれ、問題の解決に取り組みます。 協議会では３つの部会に分かれ、問題の解決に取り組みます。 

相談・支援部会 

就労 
部会 

くらし部会 

解決すべき課題（例） 解 決 方 法 （例）  

・入院しているが退院後は家で生活
したい。どうしたらよいのか 

・悪質な訪問業者と契約をしてしまっ
たようだが、どうしたらよいのか 

・地域の人にもっと理解をしてほしい 
・災害のとき助けてほしい 
・近所で障害のある人が虐待されているようだ 

・就職したいがどうしたらよいのか 
・障害の程度で、半日だけ働きたいが 

・グループホームで生活したいが 
・重度障害者の生活を考えてほしい 
・介護職員、指導員が足りない 

例えば…精神障害者の賃貸物件探しがうまく進まないの
で、低額で保証人なしで物件を探せる仕組みを検討する。 

例えば…災害に備えて支援してくれるボランティアのネッ
トワークを作る。 

例えば…就職活動の付き添い、通勤訓練の支援や仕事の手順
の指導などをするジョブコーチの人材養成の仕組みを作る。 

例えば…単身の知的障害者のためにグループホームの
場所の確保を検討する。 

例えば…公営住宅の建て替え時に、利用者の視点に立っ
たバリアフリー建築の申し入れを協議する。 

課題解決の例 

自立支援協議会で 
相談者からの 
相談内容について 
検討します 

職
場
で
実
習
・
指
導 

仲
間
づ
く
り 

や
り
が
い 

幸
せ
を
生
き
る 

相
談
者
の
力
が
発
揮 

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト 

（
援
助
） 

相
談
者
が
働
き
や
す
く 

な
る
よ
う
、
雇
用
主
に 

ア
ド
バ
イ
ス
（
助
言
） 

Ａさんの場合 

Ａさんは、軽度の障害があり、 
仕事そのものへの不安や、職場の 
人間関係のことも含め、就職活動が 
うまくいかないことに悩んでいます。 
また、就職のことで家族との関係も 
うまくいっていません。 

ジョブコーチとは…障害のある人が仕事に慣れるために、職場に 
　　　　　　　　　直接出向いてサポートするスタッフです。 

ジョブコーチを使っては 
どうですか？ 

Ａさんが、日常生活や就労で 
困っているのですが… 

ジョブコーチの活用 ジョブコーチの活用 チャレ
ンジ 

チャレ
ンジ 

課題解決の例 

コーチ 

雇用主への 
アドバイスは 
どうでしょう 
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　市に相談したい、すぐに対応してほしいな
どの場合に、どこに話したらよいのかわから
ないときは、「すぐやる相談窓口」、「すぐ
やるコール」をご利用ください。
■すぐやる相談窓口・すぐやるコール
・秘書広報課市民相談係（℡２４‐７０２７）
　※わかりやすいように広聴係から名称変更
しました。

・三和支所窓口相談係（℡５８‐３００２）
・夜久野支所窓口相談係（℡３７‐１１０６）
・大江支所窓口相談係（℡５６‐１１０３）

・電子メール
 postmaster@city.fukuchiyama.kyoto.jp
「すぐやる５か条」
①全職員が「すぐやる担当」です。
②相談、要望には「３Ｓ（親切・速やか・正確）」
で対応します。
③相談、要望には「その日のうち」に確認の
連絡をします。
④相談、要望には「３日以内」に回答します。
⑤相談、要望への対応結果は「１カ月ごと」に
公開します。
※相談内容によっては、市で取り扱えないこ
　とや対応に時間のかかることもありますが、
　その場合は相談者に必ず説明します。

相談、要望には、速やかに対応

現在の検討状況・方針プロジェクト
将来、大きな財政負担を伴う建設経費や維持管理経費を軽減するため施設の規模・内
容などを検討しています。なお、若者が集える機能を加えることを検討しています。

（仮称）北近畿の都
センター建設事業

大
型
事
業
の
見
直
し

経費削減だけでなく、給食の配送や地産地消の推進などの観点も含めて計画全体
を見直しています。

新学校給食セン
ター建設事業

市民生活の安心安全の基盤施設として総合的な防災対策機能が十分発揮できること
を基本に、建設費や維持管理費の負担の軽減などを含め、施設内容を検討しています。

（仮称）総合防災
センター建設事業

新武道館の利用を促進するため、利用者へのアンケートをふまえて引き続き検討
していきます。

武道館移転建設事業
に伴う利便性確保

設備などの維持管理方法などを見直すことによる、月額１０００円の使用料の減額を
検討しています。

地デジテレビ難視聴
地域負担ゼロ

現在、市役所本庁・各支所に来庁したみなさんを対象に実施しているアンケート調査の
結果もふまえ、市民サービスの向上と所要経費の両面から検討していきます。市役所の土日の開庁

自治会ごとに担当職員を決め、各自治会の市に対する相談などを聞く仕組みづく
りを検討しています。地区担当制の導入

支所長の権限の充実や、住民窓口サービスの向上、地域の声を聞く仕組みづくり
を検討しています。支所機能の充実

現在の収集レベルを落とさないように、指定ごみ袋の改善や自治会、分別困難な
市民の負担軽減などを検討しています。

ごみ分別簡素化・市民
負担軽減策

市民相談窓口の機能充実と、各課における迅速な対応のルール化を下記のとおり実施します。すぐやる課の創設
事務・事業の効率化の推進などのため速やかに制度化します。職員提案制度の創設
国の動向を見極めながら対象や内容などを引き続き検討します。後期高齢者医療保険料の免除
平成２１年度に改定を予定している福知山市次世代育成支援行動計画の見直しと合
わせて検討します。

「ふくふく医療」１０歳ま
での医療費補助の実施

平成２１年度から実施できるよう準備を進めます。妊婦歯周病健診の実施
農村定住化モデル事業をはじめ、ふくちの農山村応援プロジェクト事業や空家バ
ンクなど地域住民と協働して農山村集落の維持と地域資源を活用した活性化を図
り、農山村地域の定住対策を総合的に進めます。

農山村定住対策の推進

旧三和町時代からの懸案事項である工業用水の確保に向けて、関係機関とも調整
する中で検討を進めています。

長田野工業団地アネック
ス京都三和の用水問題

けやき広場の充実などにより、小・中学生の不登校の予防ときめ細かなサポート
に取り組んでいきます。心の安定基地づくり

交通空白地域における有償運送活用の可能性やモデル化などについて検討してい
ます。

交通問題（低額バス交
通網の整備）

大江地域の観光振興を図るため、具体的な再建計画の作成を進めています。大江観光株式会社の経営改善

公約の実現に向けて　～１９のプロジェクトの検討状況
　大型事業の見直しなど私が特に重点を置いている１９事業について、市職員によるプロジェクト
チームを編成し、検討しています。今回は、現在の検討状況などをお知らせします。
　すぐに実行できるものもありますが、検討に時間を要するものも多くあります。
　今後、パブリックコメントやアンケートの実施など市民の皆様のご意見を伺いながら進めていき
たいと考えています。

市長　松　山　正　治　
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支
所
の
窓
口
は
、
ど
の
地
域
の

人
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

各
手
続
き
に
は
、
お
気
軽
に
支

所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
三
和
支
所（
℡　

‐
３
０
０
１
）

５８

■
夜
久
野
支
所

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
１
１
０
１
）

３７

■
大
江
支
所（
℡　

‐
１
１
０
１
） 

５６

　

総
合
窓
口
と
し
て
転
入
・
転

出
・
転
居
・
保
険
・
市
税
・
福
祉

な
ど
に
関
し
て
本
庁
の
各
窓
口
と

同
様
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
本

庁
の
み
の
取
り
扱
い
も
あ
り
ま
す
。

①
戸
籍
の
届
け
出
（
出
生
・
死

亡
・
婚
姻
な
ど
）
・
住
民
異
動
の

届
け
出

②
各
種
証
明
書
の
発
行
（
戸
籍
の

謄
抄
本
、
住
民
票
の
写
し
、
所
得

証
明
書
・
課
税
証
明
書
な
ど
税
金

関
係
そ
の
他
の
証
明
書
の
発
行
）

③
印
鑑
登
録
・
証
明
書
の
発
行
、

外
国
人
登
録
・
証
明
書
の
発
行

④
国
民
健
康
保
険
の
加
入
、
脱
退

な
ど
の
手
続
き

⑤
国
民
年
金
、
市
税
の
相
談

⑥
税
金
、
保
険
料
な
ど
各
種
公
金

の
収
納

⑦
児
童
手
当
、
京
都
子
育
て
支
援

医
療
、
ふ
く
ふ
く
医
療
、
保
育
園

の
入
所
申
請
な
ど
各
種
手
続
き

⑧
家
族
介
護
支
援
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

再
発
行
な
ど
高
齢
者
福
祉
に
関
す

る
各
種
手
続
き
・
相
談

⑨
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交

付
な
ど
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
各

種
手
続
き
・
相
談

⑩
し
尿
く
み
取
り
の
申
し
込
み
、

く
み
取
り
券
の
取
り
扱
い

⑪
バ
イ
ク
（
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
）

や
農
耕
車
両
な
ど
の
登
録
、
廃
車

手
続
き

⑫
市
バ
ス
の
時
刻
・
路
線
・
乗
り

換
え
案
内
、
回
数
券
・
定
期
券
の

販
売

⑬
ご
み
対
策
の
問
い
合
わ
せ

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
の

受
け
付
け
や
介
護
予
防
教
室
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

機
能
訓
練
、
口
腔
ケ
ア
、
栄
養

改
善
事
業
、
総
合
相
談
、
介
護
予

防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど

●
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

み
な
さ
ん
の
保
健
や
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
、
集
団
健

診
、
健
康
教
室
、
健
康
相
談
、
栄

養
指
導
、
訪
問
指
導
な
ど

※
こ
の
ほ
か
、
各
支
所
に
は
、
総

　

務
防
災
係
、
地
域
振
興
係
、
水

　

道
担
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
農
林
業
に
関
す
る
相
談

　

市
の
担
当
職
員
が
農
林
業
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
農
地
農
政
相
談

と
き

　

毎
月　

日　

午
前
９
時
〜
正
午

１０

●
営
農
相
談

　

営
農
相
談
員
が
常
駐
し
、
営
農

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
心
配
ご
と
相
談
、
行
政
相
談

と
き

▼
三
和
支
所
／
毎
月　

日
１５

▼
夜
久
野
支
所
／
毎
月　

日
２０

▼
大
江
支
所
／
毎
月　

日
１０

時
間
／
午
前
９
時
〜
正
午

ご利用ください
支所の窓口

届
け
出
・

証
明

各
支
所
の
窓
口
で

で
き
る
こ
と

各
相
談
日
を

設
け
て
い
ま
す

福
祉

税
・
保
険

・
年
金

住
ま
い
と

く
ら
し



8H20（2008）．10．1　広報ふくちやま

 

 

健
康
教
室
の
内
容

●
運
動
器
の
機
能
向
上

　

体
力
測
定
、
筋
肉
を
使
う
運
動

や
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
転
倒
予
防

な
ど
を
図
り
ま
す
。

●
栄
養
改
善

　

低
栄
養
状
態
や
疾
病
を
予
防
す

る
た
め
の
食
事
内
容
や
調
理
方
法

の
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
」を
テ
ー

マ
に
講
話
と
調
理
実
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
口
腔
機
能
向
上

　

歯
科
診
察
や
口
腔
ケ
ア
相
談
、

お
口
の
体
操
で
口
腔
内
の
健
康
や

飲
み
込
み
の
改
善
な
ど
を
図
り
ま

す
。

●
閉
じ
こ
も
り
予
防
・
物
忘
れ
対

策
・
う
つ
予
防

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
人
な

ど
に
対
し
、
地
域
の
健
康
教
室
に

参
加
を
促
す
こ
と
に
よ
り
生
活
全

般
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
介
護
予
防
の
健
康
教
室
を
実
施
し
、
参

加
者
と
一
緒
に
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
予
防
し
ま
す
。

■
中
央
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
７
０
７
３
）

２４

■
東
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
３
０
１
０
）

５８

■
西
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
１
１
０
８
）

３７

■
北
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
１
１
０
６
）

５６

実施場所回数期　　　間エリア
市民会館（内記三丁目）6回１１月～平成２１年３月中央
東部保健福祉センター（千束）6回９月～平成２１年２月東部 六人部地域公民館（多保市）6回
夜久野ふれあいプラザ (夜久野町下町 )6 回１１月～平成２１年３月西部 立原公会堂（立原）6回
北陵地域公民館（坂浦）6回９月～１１月北部 北部保健福祉センター（中央）6回１２月～平成２１年３月

※立原公会堂は申し込み終了。

実施地域回数期　　間内　　　容エリア

２３ 自 治 会各会場
1回６月～１２月お達者教室

（試食・栄養士などの話）
東部

下川合・上川合
台頭の各自治会

各会場
６～１２回年間通じていきいき教室

（介護予防教室）

川 口 地 域１８回６月～１２月いきいき体操教室西部

北部地域の７会場各会場
６～１２回年間通じて寝たきり予防教室北部

※川口地域は申し込み終了。

平成２０年度の予定（下半期のみ）
栄養改善・口腔ケア事業    
対象／原則広報ふくちやま８月１日号９㌻の基本チェックリストに該当した人

その他の事業

介
護
予
防
で
健
康
長
寿
を

　図書館で貸し出している本の中に、傷みのひどい状態で返
却されるものが月に２０～３０冊あります。
　例えば、
●クレヨン、マジックなどでの落書き
●水にぬれてページが波打っている
●食べ物、飲み物をこぼした染みがある
●ページのやぶれ
●ペットが本をかじってしまった　　などさまざまです。
　これらは、本の置き場所に気をつけることで防げる場合も
あります。
　また、破れた本は、市販のセロハンテープなどをはらずに
そのまま職員にお申し出ください。
　図書館の本は、みなさんの大切な共有財産です。だれもが
気持ちよく利用できるよう大切に扱ってください。
■図書館中央館（℡　２２‐３２２５）

▲

食
べ
物
を
こ
ぼ
し
て
、ペ
ー
ジ
が

く
っ
つ
き
破
れ
て
し
ま
っ
た
も
の

▲

ペ
ッ
ト
が
本
を
か
じ
っ
て
し
ま
っ

た
も
の

本が泣いています　　
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▲９月７日のおはようアクト 
　（市役所周辺） 

福
知
山
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ 

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

　
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
は
、世

界
約
１
６
０
国
に
約
７
０
０
０
ク

ラ
ブ
あ
り
、福
知
山
市
で
は
昭
和

５２
年
に
発
会
。
現
在
７
人
が
、福

知
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
支
援

を
受
け
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
発
足
以
来
約
３０
年
継
続
し
て

い
る
毎
月
１
回
の
清
掃
奉
仕
活

動「
お
は
よ
う
ア
ク
ト
」で
は
、ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
御
霊
公

園
や
三
段
池
公
園
な
ど
市
内
各

地
を
早
朝
清
掃
し
て
い
ま
す
。ま

た
、月
２
回
の
例
会
で
は
、テ
ー
マ

を
決
め
、勉
強
会
を
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、ボ
ン
チ
フ
ェ
ス
タ
へ
の

参
加
や
、綾
部
・
峰
山
の
ク
ラ
ブ

と
の
交
流
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
会
員
募
集
中
。市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
で
、例
会
に
出
席
で

き
る
１８
〜
３０
歳
の
人
で
あ
れ
ば

だ
れ
で
も
入
会
で
き
ま
す
。 

　
活
動
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://www2.ocn.ne.jp/ ～fkchi-rc/rac/

まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　　　９月４日、菟原小学校の３、４年
　　生１１人が大身のぶどう園で大きく
実った房を収穫。小雨のぱらつく中、子
どもたちは 西  村  節 さんの指導で、７月に

にし むら せつ

自分の名前を書いた袋をかけていた房を、
はさみで丁寧に切っていきました。

大きく実って、おいしそうだね

　　　　８月３１日、夜久野高原芝生広場で
　　　やくの高原まつりが開催されました。
　野外特設ステージでは、子ども太鼓や
南京玉すだれ、夜久野中学校の合唱、育
英・明正・精華小学校などの踊り、キッズダ
ンス、フラメンコなど華やかな舞台が繰り
広げられました。大バザーや模擬店もにぎ
わい、夜には、もんたよしのりさんのサ
マーコンサートに多くの観衆が「ギャラン
ドゥ」「ダンシング・オールナイト」などの名
曲を満喫。夏最後のイベントを楽しみました。

　市と福知山医師会では、「みんなで育て
よう福知山の救急」をテーマに「救急フェ
スティバル」を開催しました。特別講演
では、京都第一赤十字病院救命救急セン
ター副センター長の 高  階  謙  一  郎 さんが

たか しな けん いち ろう

「救急医療を守るためには医療現場や行
政、市民それぞれが救急の大切さを考え
ていかなければならない」と訴えました。
また、救急車の適正利用にかかわる寸劇
や救急救命処置の体験なども行い、参加
した人は、熱心に体験に取り組みました。

菟
原
小
学
校

ぶ
ど
う
の
収
穫
体
験

9
4

救急フェスティバル9
6

音の和　人の輪　自然との和

尊い命を救うために
8
31

や
く
の
高
原
ま
つ
り
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　３会場を結ぶため午前９時から午後５時まで、中央保健福祉センター前～広小路通東詰め
～由良川猪崎河川敷～三段池公園第１・５駐車場をシャトルバスが約２０分間隔で運行します。

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
　

糖
尿
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
な
ど
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

と
き
／　

月　

日
（
水
）

１０

２９

　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ
／
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
（
夜
久
野
町
下
町
）　

講
師
／ 　
  
尾  
嘉  
興 
さ
ん
（
医
師
）

た
か 
お 
よ
し 
お
き

参
加
料
／
無
料

■
西
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
１
２
３
４
）

３７

と
き
／　

月
３
日（
祝
）

１１

　
　
　

午
前
９
時
出
発

集
合
場
所

　

武
道
館
前
（
内
記
三
丁
目
）

コ
ー
ス
／
武
道
館
前
か
ら
芦
田
均

記
念
館
（
野
間
仁
田
）
往
復
コ
ー

ス　

約　

㌔
㍍

２０

対
象
／
健
康
で
長
距
離
を
無
理
な

く
歩
け
る
市
民

持
ち
物
・
服
装
／
弁
当
・
水
筒
・

タ
オ
ル
・
雨
具
・
帽
子
・
歩
き
な

れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

参
加
料
／
無
料

■
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

（
℡　

‐
６
８
６
１
）

２３

　

豪
華
な
大
菊
の
３
本
仕
立
、 
達 だる

 
磨 
、
福
助
、 
懸  
崖 
な
ど
い
ろ
い
ろ

ま 

け
ん 
が
い

な
仕
立
て
の
菊
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
土
）〜　

月
３

１０

１８

１１

日（
祝
）

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

入
場
料
／
無
料

■
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

　

か
れ
ん
な
大
文
字
草
と
秋
の
風

情
漂
う
山
野
草
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
土
）〜　

月
３

１０

２５

１１

日（
祝
）

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

入
園
料

▼
大
人　
　
　
　
　

３
１
０
円

▼
４
歳
〜
中
学
生　

１
５
０
円

■
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

　

大
江
山
の
紅
葉
と
鬼
伝
説
を
１

日
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／　

月
２
日（
日
）

１１

　
　
　

午
前　

時
〜

１０

と
こ
ろ
／
大
江
山
酒
呑
童
子
の
里

（
佛
性
寺
）

内
容
／
鬼
武
者
行
列
、
鬼
検
定
、

演
劇
「
酒
呑
童
子
と
茨
木
童
子
〜

大
江
山 
妖  
鬼 
伝
説
よ
り
〜
」
な
ど

よ
う 
き

■
大
江
山
酒
呑
童
子
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
観
光
振
興
課
内　

℡　

‐
７
０
７
６
）

２４

知
っ
て
得
す
る
！

医
師
の
健
康
知
恵
袋

秋
の
市
民
歩
け
歩
け
大
会

都
市
緑
化
植
物
園

菊
花
展

都
市
緑
化
植
物
園

大
文
字
草
と
山
野
草
展

第　

回
大
江
山

２７
酒
呑
童
子
祭
り

　　■消防署予防課住民安全係（℡２３‐５１１９）

ミニＳＬフェスタｉｎＦｕｋｕｃｈｉｙａｍａ２００８
　全国から約８０両のミニＳＬが集まり、愛好家
が運転技術を競うミニＳＬ競技会や、来場者を
対象とした乗車会などを行います。雨天決行。
とき／１０月２５日（土）・２６日（日）
　　　午前１０時～午後３時
ところ／御霊公園・広小路通り
※乗車会に必要な整理券を当日午前９時３０分か
ら会場内で配布。（無料・定員に達し次第終了）

■ミニＳＬフェスタ実行委員会事務局
（商工振興課内　℡ ２４-７０７５）

鉄道利用促進事業ミニＳＬ優待乗車券贈呈キャ
ンペーン
ＪＲ西日本旅客鉄道㈱福知山駅（℡ ２３-８６３２）
　一定区間の福知山駅までの往復切符を事前申
込して購入した人に贈呈。
北近畿タンゴ鉄道㈱（ＫＴＲ）（℡ ２４-２５１０）
　ＫＴＲに乗って福知山駅に来た人に贈呈。

ガス展
　最新型のガス器具の展示や実演のほか、楽し
いイベントを準備しています。
とき／１０月２５日（土）　午前１０時～午後６時
　　　１０月２６日（日）　午前１０時～午後４時
ところ／厚生会館（西中ノ町）
テーマ／～５０回目の感謝を込めて～
　　　　あなたと創造、安心・快適ガスライフ
入場料／無料
■ガス水道部営業課お客様サービス係

（℡ ２２-６５００）

２００８ふくちやま造形フェスタ
　廃材や身近な材料を使った作品を展示します。
とき／１０月２５日（土）　正午～午後５時
　　　１０月２６日（日）　午前９時～午後４時
ところ／三段池公園大はらっぱ（猪崎）
■まちづくり推進課地域振興課係（℡ ２４-７０３３）
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と
き
／　

月　

日（
金
）

１０

２４

　
　
　

午
後
７
時
〜

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３１
（
内
記
三
丁
目
）

テ
ー
マ
／
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い

て
〜
子
ど
も
の
目
線
に
た
っ
て
〜

講
師
／ 
麻  
田  
知  
寿  
子 
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

あ
さ 
だ 

ち 

ず 

こ

Ｏ
法
人
き
ょ
う
と
Ｃ
Ａ
Ｐ
代
表
）

入
場
料
／
無
料

※
保
育
ル
ー
ム
あ
り
ま
す
。
事
前

　

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
６
６
）

２４

 

　

市
税
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
職
員
が
自
治
会
な
ど

に
出
向
き
、
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

開
催
期
間
／　

月　

日（
水
）〜　

１０

１５

１１

月　

日（
土
）の
月
〜
土
曜
日

２９
※
会
場
な
ど
は
、
団
体
で
ご
準
備

　

く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
在
住
の
概
ね　

人
程

１０

度
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体

内
容
／
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金 

か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
、
固
定
資

産
税
の
概
要
に
つ
い
て

所
要
時
間
／
約
１
時
間　

分
３０

費
用
／
無
料

※
会
場
使
用
料
・
原
材
料
費
な
ど

　

は
、
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
開
催
希
望
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
、所
定
の
申
込
用
紙

に
希
望
日
時
・
代
表
者
の
連
絡
先

な
ど
を
記
入
し
税
務
課（
℡　

‐
２４

７
０
２
５
）ま
た
は
各
支
所
ま
で
。

　

市
道
の
除
雪
に
必
要
な
除
雪
機

な
ど
を
自
治
会
で
購
入
し
た
場
合
、

　
 

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
区
域
／
下
川
口
・
上
豊

富
・
上
川
口
・
金
谷
・
三
岳
・
金

山
・
雲
原
・
佐
賀
地
区
・
三
和
・

夜
久
野
・
大
江
地
域
の
自
治
会

■
土
木
課
土
木
管
理
係

（
℡　

‐
７
０
５
４
）

２４

　

弁
護
士
や
社
会
福
祉
士
が
、
サ

ラ
金
な
ど
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
人

権
侵
害
・
虐
待
、
金
銭
管
理
、
成

年
後
見
制
度
な
ど
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

と
き
／　

月　

日（
火
） 

１１

１８

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ
／
総
合
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
（
内
記
二
丁
目
）

対
象
／
障
害
の
あ
る
人
お
よ
び
そ

の
家
族
、
支
援
者
な
ど

申
込
期
限
／　

月　

日（
火
）

１１

１１

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
書
を
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
京
都
府

障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
０
３
‐

８
２
３
４　

京
都
市
北
区
紫
野
下

若
草　

番
地　

京
都
市
心
身
障
害

１２

児
福
祉
会
館
内　

℡
・　

０
７
５

‐
４
１
４
‐
１
３
２
２
）
ま
で
。

※
申
込
書
は
、
社
会
福
祉
課
・
各

　

支
所
に
あ
り
ま
す
。

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
７
）

２４

子
育
て
講
演
会

除
雪
機
械
助
成
金

京
都
府
障
害
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
移
動
相
談

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

税
に
関
す
る

出
前
講
座

「住宅用火災警報器」が暮らしの安全を守ります　

①これまで被用者保険（健保組合、政府管掌、共
済組合など）の扶養者だった人は、１０月から保
険料の納付を
●長寿医療制度の加入以前に、家族などの保
険の扶養になっていた人は、初めて保険料を
納めていただきます。
　これまでは、同じ高齢者でも、保険料を負
担する人としない人がいました。
　国民健康保険などに加入していた高齢者は、
保険料を負担していました。一方、会社に勤
める家族などに扶養されていた人は、保険料
を支払う必要がありませんでした。そうした
不公平をなくすため、長寿医療制度ではそれ
ぞれの人に所得に応じて保険料をお支払いた
だくことになりました。
●特別軽減を適用します。
　保険料の負担が急に増えないように特別軽
減を行い、１０月から平成２１年３月までは本来
の保険料の９割を軽減し、１割の負担となりま
す。
②口座振替での支払いが可能に
　国民健康保険の保険料を過去２年間、確実に
納付していた人は、申し出により被保険者本
人の口座振替で納めることができます。
　年金収入が１８０万円未満の人は、申し出によ
り、被保険者本人に替わって世帯主や配偶者
が保険料を口座振替で納めていただけます。
③世帯主や配偶者が保険料を納めた場合、納
めた人に社会保険料控除が適用
　被保険者本人の年金より保険料が引き去り
されている場合、税の申告の際には、被保険
者本人に社会保険料控除が適用されます。被
保険者本人の保険料を、世帯主や配偶者の口
座振替により納める場合は、その保険料を納
めた世帯主や配偶者に社会保険料控除が適用
されます。
④制度についての勉強会
　長寿医療制度（後期高齢者医療制度）につ
いて自治会や老人会などで開催する勉強会に
高齢者福祉課の職員が出向き、制度などにつ
いて説明します。職員の派遣を希望する場合
は、高齢者福祉課までご連絡ください。
■高齢者福祉課高齢者医療係（℡　２４-７０１８）

長寿医療制度（後期高齢
者医療制度）のお知らせ
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住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
回
線
工
事
に
よ
り
、　

月　

日

１０

２０

（
月
）は
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
な

ど
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

に
関
連
す
る
申
請
が
す
べ
て
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
市
民
課
記
録
係

（
℡　

‐
７
０
１
４
）

２４

　

国
土
交
通
省
で
は
、
現
在
、
大

江
地
域
の
由
良
川
沿
川
（
公
庄
・

蓼
原
、
千
原
、
北
有
路
、
南
有
路

地
区
）
の
築
堤
盛
土
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
道
１
７
５
号
や
府
道

を
工
事
車
両
（
ダ
ン
プ
）
が
頻
繁

に
運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間

　

平
成　

年
３
月　

日（
火
）ま
で

２１

３１

■
国
土
交
通
省
福
知
山
河
川
国
道

事
務
所
（
℡　

‐
５
１
０
４
）

２２

■
都
市
整
備
課
由
良
川
水
防
災
係

（
℡　

‐
７
０
２
８
）

２４

と
き
／　

月　

日（
木
）

１０

３０

と
こ
ろ
・
受
付
時
間

①
山
崎
公
会
堂（
山
崎
）

　

午
後
１
時　

分
〜
１
時　

分

３０

４５

②
大
門
公
会
堂（
大
門
）

　

午
後
２
時
〜
２
時　

分
１５

③
奥
野
部
公
会
堂（
奥
野
部
）

　

午
後
２
時　

分
〜
２
時　

分

３０

５０

④
下
豊
富
会
館（
新
庄
）

　

午
後
３
時
５
分
〜
３
時　

分
２０

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

と
き
・
と
こ
ろ

①　

月　

日（
木
）

１０

１６

　

午
前
９
時
〜　

時
１１

　

京
都
北
都
信
用
金
庫
福
知
山
中

央
支
店
（
南
栄
町
）

②　

月　

日
（
土
）

１０

１８

　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　

午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

　

福
知
山
産
業
フ
ェ
ア
会
場

（
三
段
池
公
園
内
）

③　

月　

日（
日
）

１０

２６

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店
（
岩
井
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー（
℡　

‐
６
６
３
０
）

２７

申
請
期
限
／　

月　

日（
金
）

１１

２８

奨
学
生
支
援
金

対
象
／
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
市

内
に
住
み
、
別
に
定
め
る
公
的
奨

学
金
（
人
材
育
成
奨
学
金
な
ど
）

を
受
け
て
お
り
、
学
校
教
育
法
に

定
め
る
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
人

支
援
金
の
額
（
１
カ
月
に
つ
き
）

▼
国
公
立
高
校　

１
５
０
０
円

▼
私
立
高
校
･
大
学
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

申
請
に
必
要
な
書
類
／
奨
学
生
支

援
金
交
付
申
請
書
・
公
的
奨
学
金

の
適
用
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

（
決
定
通
知
書
な
ど
）

人
材
育
成
奨
学
金

対
象
／
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

▼
保
護
者
の
住
所
が
福
知
山
市
に

あ
る
人

▼
平
成　

年
の
所
得
合
計
額
が
別

１９

に
定
め
る
所
得
の
基
準
内
、
ま
た

は
生
活
保
護
基
準
の
１
・
５
倍
を

超
え
な
い
世
帯

▼
今
年
度
、
学
校
教
育
法
に
定
め

る
学
校
に
入
学
し
た
人

※
京
都
府
の
高
等
学
校
奨
学
金
、

　

母
子
家
庭
奨
学
金
、
交
通
遺
児

　

奨
学
金
、
技
能
修
得
資
金
な
ど

　

を
受
け
て
い
る
場
合
は
申
請
で

　

き
ま
せ
ん
。

奨
学
金
の
額
（
入
学
一
時
金
）

①
国
公
立
高
等
学
校
／
１
万
円

②
私
立
高
等
学
校
／
２
万
円

③
大
学
・
専
修
学
校
な
ど

▼
国
公
立
／
２
万
５
０
０
０
円

▼
私
立
／
５
万
円

▼
京
都
創
成
大
学
／　

万
円　

１０

申
請
に
必
要
な
書
類

▼
人
材
育
成
奨
学
金
支
給
申
請
書

▼
在
学
証
明
書

学
校
教
育
法
に
定
め
る
学
校
／
高

等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
中
等
教

育
学
校（
後
期
課
程
）・
特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
・
学
校
法
人
が
設

置
し
た
お
も
に
外
国
人
を
対
象
と

す
る
学
校
の
高
等
学
校
相
当
課
程
、

大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校

専
攻
科
、専
修
学
校
・
各
種
学
校

■
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係

（
℡　

‐
７
０
４
０
）

２４

　　 
Ｑ  
２
学
期
に
な
っ
て
か
ら
、生

活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
た
の
か
、子
ど
も

が
朝
、な
か
な
か
学
校
に
行
か
ず
、

ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
よ
い
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。ど
こ
か
相
談
す
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 
Ａ 
教
育
相
談
室
で
は
、
教
育
相

談
員
や
臨
床
心
理
士
が
、
子
ど
も

の
不
登
校
に
関
す
る
こ
と
や
、
家

庭
で
の
接
し
方
な
ど
、
子
ど
も
に

か
か
わ
る
教
育
相
談
全
般
に
つ
い

て
、
電
話
ま
た
は
来
室
に
よ
り
お

受
け
し
て
い
ま
す
。
来
室
相
談
は

予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
教
育
相
談
室
●

相
談
対
象

　

児
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者

相
談
方
法

　

来
室
（
予
約
制
）
・
電
話

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

　

始
を
除
く
。

■
教
育
委
員
会
教
育
相
談
室
（
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
（
℡　

‐
２４

３
７
４
９
）

　５期分の納期限日です。■税務課市民税係（℡２４‐７０２４）■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）

奨
学
生
支
援
金

人
材
育
成
奨
学
金（
入
学
一
時
金
）

　

月
の
肺
が
ん
・
結
核
健
診

１０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

声 声 

　

月
の
献
血

１０骨
髄
ド
ナ
ー
・
バ
ン
ク
登
録
会

住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
停
止

「
由
良
川
下
流
部
」築
堤
工
事

に
か
か
る
工
事
車
両
の
運
行
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と
き
／　

月　

日（
水
）

１０

２９

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

と
こ
ろ
／
総
合
福
祉
会
館

（
内
記
二
丁
目
）

内
容
／
講
義
・
歩
行
訓
練

※
視
覚
障
害
者
は
白
杖
を
お
持
ち

　

く
だ
さ
い
。

講
師
／ 
野  
崎  
正  
和 
さ
ん

の 
ざ
き 
ま
さ 
か
ず

（
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス　

生
活
訓

練
部
「
鳥
居
寮
」
指
導
員
）

対
象
／
重
度
視
覚
障
害
者
、
ヘ
ル

パ
ー

参
加
料
／
無
料

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
７
）

２４

と
き
／　

月
１
日（
土
）

１１

と
こ
ろ
／
市
民
体
育
館
・
市
民
運

動
場
・
温
水
プ
ー
ル
（
和
久
市
町
）

種
目
・
時
間

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

持
ち
物
／
グ
ロ
ー
ブ

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

　

持
ち
物
／
水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ

　

キ
ャ
ッ
プ
、
ゴ
ー
グ
ル

参
加
資
格
／
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
３
年
生
以
上
の
人

※
小
中
学
生
の
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
は
参
加
不
可
。

参
加
料
／
無
料

申
込
期
限
／　

月　

日（
土
）

１０

１８

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
書
を

フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
ま
た
は
直
接
福

知
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
〒
６
２
０
‐
０
０
６
２　

和
久
市 

町
２
５
４
番
地　

市
民
体
育
館
内

℡
･　
　

‐
４
６
５
７
）
ま
で
。

２２

※
申
込
書
は
、
市
民
体
育
館
・
武

道
館
・
三
段
池
公
園
総
合
体
育

館
・
各
支
所
な
ど
に
あ
り
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

市
の
子
育
て
支
援
の
施
策
や
少

子
化
対
策
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
た
だ
く
、
市
民
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

募
集
人
員

　

５
人
（
男
女
各
２
〜
３
人
）

応
募
資
格

　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
人
で

１８

平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

※
会
議
は　

月
〜
平
成　

年
３
月

１１

２２

ご
ろ
の
予
定
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
公
開
抽

　

選
で
決
定
。

委
員
任
期
／
委
嘱
の
日
か
ら
行
動

計
画
が
策
定
さ
れ
る
日
ま
で

募
集
期
間
／　

月　

日（
金
）ま
で

１０

１７

※
郵
送
の
場
合
は
、　

月　

日

１０

１７

（
金
）消
印
有
効
。

応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
応
募
動
機
を
明

記
し
、郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
子
育
て
支
援
課
子

育
て
推
進
係（
〒
６
２
０
‐
８
５
０

１　

字
内
記　

番
地
の
１　

℡　

１３

２４

‐
７
０
６
６　
　
　

‐
９
０
７
３

２２

Ｅ
メ
ー
ルfukushi@

city.fukuchiyam
a.

kyoto.jp

）ま
で
。

福
知
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

フ
ェ
ス
タ

視
覚
障
害
者
歩
行
訓
練

福
知
山
市
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
策
定
懇
話
会
市
民
委
員

　インフルエンザは、かかった人のくしゃみ
や咳、たんなどで吐き出されるウイルスを吸
い込むことによって、人から人へと感染しま
す。このウイルスは低い温度と湿度を好み、
冬の寒い時期に大流行します。
　予防のためには
①流行時期には人込みを避けましょう。
　どうしてものときは、なるべくマスクを着
用しましょう。
②外出後には「うがい」を励行しましょう。　
　特にうがい薬などは使用しなくても十分効
果はあります。
③いわゆる「湯冷め」による体温の低下を防
ぐため、「熱め」のお湯での長時間の入浴は避
け、入浴後はなるべく早く床につきましょう。

④室内では加湿器などを用いて、適度な湿度
を保つようにしましょう。
⑤自分の体の免疫力（ウイルスなどをやっつ
ける力）を高めるために、栄養と休養を十分
にとりましょう。
　そして、イ
ンフルエン
ザの予防法として最も有効なのは予防接種で
す。面倒がらずに予防接種を積極的に受ける
ようにしましょう。日本では例年12月下旬～
４月にかけて流行するので、流行シーズンの
前に接種することをお勧めします。
　それでも、もしインフルエンザにかかって
しまったかなと感じたら、他人にうつさない
意味からも早めにかかりつけ医を受診し、診
察を受けることが大切です。
■福知山医師会（℡　２３‐６０３９）けんこう 知識 
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雲
原
・
金
山
地
域
に
定
住
を
希

望
す
る
人
に
宅
地
を
販
売
し
ま
す
。

申
込
期
間
／　

月　

日（
金
）ま
で

１１

２８

※
申
込
多
数
の
場
合
、　

月　

日

１２

１０

　
（
水
）に
抽
選
。

募
集
区
画

南
島
１
号
地（
雲
原
）

面
積
／
２
０
３
・
２
１
平
方
㍍

価
格
／
２
３
５
万
１
８
５
円

南
島
２
号
地（
雲
原
）

面
積
／
２
３
６
・
６
２
平
方
㍍

価
格
／
２
５
９
万
１
４
０
９
円

※
い
ず
れ
も
都
市
計
画
区
域
外
。

申
込
資
格
／
本
市
の
農
家
登
録
要

件
を
備
え
雲
原
・
金
山
地
域
に
お

い
て
農
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る

人
で
、
地
域
に
定
住
し
て
活
性
化

に
貢
献
で
き
る
人

■
農
林
管
理
課
計
画
係

（
℡　

‐
７
０
４
１
）

２４

　

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
が

介
護
技
術
や
知
識
を
習
得
し
、
悩

み
な
ど
を
話
し
合
う
教
室
で
す
。

と
き
／　

月
７
日（
金
）

１１

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
記
三
丁
目
）

テ
ー
マ
／
も
っ
と
知
ろ
う
お
む
つ

の
こ
と
〜
介
護
す
る
コ
ツ
、
さ
れ

る
コ
ツ
〜

講
師
／ 
浜  
田 
き
よ 
子 
さ
ん

は
ま 
だ 

こ

（
高
齢
者
生
活
研
究
所
所
長
）

申
込
方
法
／
電
話
で
、
中
央
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
７
０
７

２４

３
）
ま
で
。

対
象
／
保
護
者
が
対
象
小
学
校
区 

内
に
住
み
、次
の
期
間
に
生
ま
れ 

た
幼
児

▼
５
歳
児
／
平
成　

年
４
月
２
日

１５

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１６

▼
４
歳
児
／
平
成　

年
４
月
２
日

１６

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１７

※
募
集
区
域
以
外
の
人
は
、５
歳

　

児
の
み
最
寄
り
の
市
立
幼
稚
園

　

に
入
園
で
き
ま
す
。

保
育
料（
平
成　

年
度
）

２０

　

月
額
７
０
０
０
円

申
込
方
法
／　

月
４
日（
火
）〜　

１１

２８

日（
金
）に
、各
幼
稚
園
に
備
え
て

い
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、直
接

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
ま
で
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

預
か
り
保
育（
有
料
）

　

保
護
者
の
就
労
な
ど
の
理
由
で

希
望
す
る
場
合
、正
規
の
保
育
時

間
終
了
後
も
園
児
を
預
か
り
ま
す
。

預
か
り
時
間
／
月
〜
金
曜
日
の
午

後
２
時
〜
４
時

利
用
料

▼
毎
日
１
時
間
預
か
り
の
場
合

　
　
　
　
　
　

月
額
１
５
０
０
円

▼
毎
日
２
時
間
預
か
り
の
場
合

　
　
　
　
　
　

月
額
３
０
０
０
円

▼
臨
時
の
場
合　

　

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円（
１

カ
月
最
高
３
０
０
０
円
）

農
村
定
住
用
宅
地
の
販
売

人権シリーズ

　携帯電話は、保護者にとって子どもの安全
を守るための手段の１つとなっています。
　しかし、携帯電話は使い方によって、犯罪
への入り口になってしまうことがあります。
ネット上のいじめ、チェーンメール、出会い
系サイトなどのさまざまな問題が起き、子ど
もたちが被害者や加害者となるケースも多数
報道されています。
　平成１９年１２月に内閣府が発表した「第５回
情報化社会と青少年に関する意識調査」では、
保護者が携帯電話を子どもに持たせるにあ
たって、全くルールを決めていない家庭が３
割程度、利用料金以外のルールを決めていな
い家庭が５割程度と報告されています。この
ことからも、子どもの携帯電話の利用実態を
十分に把握できていない保護者が多いことが

わかります。
　携帯電話やインターネットを利用するにあ
たっては、１日の利用時間を決める、知らない
人からの携帯電話に出たり電子メールを開い
たりしない、ほかの人を傷つけるような悪口
や無責任なうわさなどは絶対に書き込まない、
など家庭内でのルールを決め、携帯電話やイ
ンターネット上でのマナーを教えることが大
切です。また、悪質なサイトなどを閲覧できな
くすることなど（フィルタリング）も必要です。
　子どもたちが情報化社会特有の被害やトラ
ブルから自分の身を守り、被害者にも加害者
にもならないようするために、携帯電話やイ
ンターネットの利用について、子どもとよく
話し合いましょう。
■学校教育課教育指導係（℡　２４‐７０４０）

　　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

ネット犯罪から子どもを守るために

家
族
介
護
教
室

平
成　

年
度

２１

市
立
幼
稚
園
児

対象
小学
校区

募集人数
電話番号所在地幼稚園名

４歳児５歳児

惇明２５人７０人２２‐３２２７岡ノ一町福知山

昭和５０人７０人２２‐３２２８北本町一区昭　和

大正７０人２２‐５７５８水　内大　正

遷喬３５人２７‐４６６７石　原遷　喬

雀部７０人２７‐５６３４前　田雀　部

成仁２５人７０人２７‐６５９０平野町成　仁



15 広報ふくちやま　H20（2008）．10．1

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

　たまにはバスもいいもんだ！　　　

と
き

①　

月
６
日（
木
）

１１
②　

月　

日（
木
）

１２

１１

③
平
成　

年
１
月　

日（
水
）

２１

２１

④
平
成　

年
３
月
３
日（
火
）

２１

開
催
時
間

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

※
②
は
、午
前
９
時　

分
〜
正
午
。

３０

と
こ
ろ
／
北
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
中
央
）

内
容
／
講
義
、運
動
実
技
、調
理
実

習
な
ど

対
象
／
肥
満
・
肥
満
傾
向
の
あ
る

人
、お
な
か
周
り
を
ス
ッ
キ
リ
さ

せ
た
い
人

※
４
回
と
も
受
講
で
き
る
人
。

参
加
料
／
無
料

定
員
／　

人（
先
着
順
）

２０

申
込
方
法
／
電
話
で
北
部
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー（
℡　

‐
２
６
２
０
）

５６

ま
で
。

と
こ
ろ
／
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ（
夜
久
野
町
下
町
）

対
象
／
原
則
全
回
受
講
で
き
る
人

参
加
料
／
無
料

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

健
康
の
た
め
、効
果
的
な
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き

①　

月
７
日（
金
）

１１
②　

月　

日（
金
）

１１

２１

③　

月
５
日（
金
）

１２
開
催
時
間

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

内
容
／
屋
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
体
操
。

講
師
／ 
長  
岡  
夕  
岐  
子 
さ
ん

な
が 
お
か 
ゆ 

き 

こ

（
健
康
運
動
指
導
士
）

定
員
／　

人（
先
着
順
）

２０

メ
タ
ボ
予
防
教
室

と
き

①　

月
４
日（
火
）

１１
②　

月　

日（
火
）

１１

１１

③　

月　

日（
水
）

１１

２６

④　

月
９
日（
火
）

１２
開
催
時
間

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

※
③
は
、午
前
９
時　

分
〜
正
午
。

３０

内
容
／
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、健
康
運

動
指
導
士
に
よ
る
体
操
、調
理
実

習
な
ど

定
員
／　

人（
先
着
順
）

２０

申
込
方
法
／
い
ず
れ
の
教
室
も
、

電
話
で
西
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
１
２
３
４
）ま
で
。

３７

　

社
会
参
加
の
機
会
が
少
な
い
在

宅
の
身
体
障
害
者
を
対
象
に
、体

験
実
習
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
月
）

１１

１０

　
　
　

午
後
０
時　

分
〜
５
時

３０

集
合
／
午
後
０
時　

分
に
市
役
所

２０

※
午
後
０
時　

分
に
、市
役
所
か

３０

ら
バ
ス
が
出
発
し
ま
す
。

行
き
先
／
三
和
地
域

内
容
／ 
七  
宝 
焼
き
の
体
験
、卓
球

し
っ 
ぽ
う

バ
レ
ー
の
実
習

参
加
料
／
１
０
０
０
〜
３
５
０
０

円（
材
料
代
）

対
象
／
在
宅
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の　

歳
以
上
の
人

１８

定
員
／　

人（
先
着
順
）

３０

※
介
助
者
を
含
む
。

申
込
方
法
／
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
介
助
者
の

人
数
を
記
入
し
、　

月　

日（
水
）

１０

２２

ま
で
に
、社
会
福
祉
課
社
会
福
祉

係（
〒
６
２
０
‐
８
５
０
１　

字
内

記　

番
地
の
１　

℡　

‐
７
０
１

１３

２４

７
）ま
で
。

入
場
料
／
無
料

■
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係

（
℡　

‐
７
０
４
０
）

２４

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

メ
タ
ボ
予
防
教
室

カンちゃん　プラスチッ
ク製容器包装類って、
収集された後はどうな
るの？

ビンちゃん　収集後、圧
縮などをして再生工
場に送り、プラスチッ

ク製品や建設資材などにリサイクルされ
ているんやで。

カンちゃん　限りある資源が、いろんなもの
にリサイクルされて有効に活用されていく
社会は大切やな。

ビンちゃん　将来を担う子どもたちに資源や
環境という財産を残してあげることやし
ね。

カンちゃん　よーし、がんばってリサイクル
するぞー。

ビンちゃん　でも、リサイクルはもちろん大
切やけど、リサイクルさえすれば大量消

費・大量廃棄をしてもいいんじゃないで。
まず
①リデュース（ごみを減らす、発生抑制）
②リユース（繰り返し使う、再利用）
③リサイクル（再生利用）
　の順番で取り組むことが大切なんや。
この中ではリデュースが一番大切で、例え
ば、買い物にはマイバックを持っていき
後々ごみになる袋をもらわない。食材を使
い切り生ごみを減らす、修理ができて繰り
返し使えるものを長期間使う、というふう
に、まずごみを出さないライフスタイルを
考えていくことがリデュースにつながるね。
カンちゃん　了解。身近なことから見直して
　みようかな。

■循環社会形成課循環推進係（℡　２４‐７０７１）

お
な
か
ス
ッ
キ
リ
教
室

身
体
障
害
者

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
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福知山市市民憲章　

わたしたちは、ふるさと福知山を“幸せの舞台”にします。 
水清い由良川、緑濃い山々、行き交う人々。 

生き生きとして、伸び伸びとしたふるさとをつくります。 
わたしたちは、ひとりひとりの中に 

人生を自由で美しいものにする力を持っています。 
そのわき出る力を集め、四季を愛し、命を尊び 

共に幸せを生きます。 
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※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　昭和４９（１９７４）年に長田野工
業団地が造成され、多くの企業
が立地したことを機に、社員の
社宅が建てられ新しくできたま
ち成仁地区です。それまでは、
茶畑と原野で、集落はもちろん

神社や仏閣もありませんでした。
　いろいろなところから移り住んだ人ばかりでした
が、この地区で生まれ育った人も増えてきました。
公民館では、子どもたちのふるさとづくり、住民の
心に残る思い出づくりのため、成仁小学校や地域の
諸団体とも連携して、夏祭りや秋祭り、大運動会、
敬老会、ビーチバレーボール大会などさまざまな行
事に取り組んでいます。

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
■
秘
書
広
報
課
広
報
係
（　
　

‐
７
０
０
０
）

ＴＥＬ
２４

●人　口　３，４０３人（８月末）
　　　　　男１，６９３人　女１，７１０人
●世帯数　１，１４１世帯
●自治会　大池坂町､中坂町､長山町､平野町、
　　　　　桔梗が丘

福知山市 

国道9号 

桔梗が丘 

大池坂町 中坂町 
平野町 

成仁幼稚園 

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道 

府立福知山 
高等技術専門校 

府道8号 

成仁小学校 

長山町 長山町 

大池坂町 

府立福知山 
高等技術専門校 

成仁地区公民館長

 片  山  貴  智 さん
かた やま たか とも

　長田野工業団地の造成に際し、古墳や集落跡が発掘調査
されました。中坂古墳群（大池坂町）や仏山古墳群（平野
町）には、横穴式粘土室と呼ばれるめずらしい施設があり、
土器づくりに携わった工人特有の埋葬方法とされています。
また、現在の平野町にあった上野平遺跡では縄文時代の石
器や古墳時代の土師器・須恵器・鉄器などの出土品が多数
発見されています。出土品の一部は、企業交流プラザ（長
田野町）で展示されています。

▲

上野平遺跡出土の土器
うえ の だいら

　公民館が発足した昭和５１（１９７６）年から続
く、地域の夏の大イベント。福知山踊りを
中心にした盆踊り大会には、子どもから大
人まで多くの住民が参加します。

▲成仁夏祭り

　競泳、水中での玉入れや宝探しなどの催
しに、毎年２００人近くが参加します。

▲プールまつり


